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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

三遠南信地域連携ビジョンの5つの基本方針に基づき、三遠南信地域連携ビジョン推進会議（SENA)及び関係団体による事業推

進が図れた。飯田市は、SENA構成団体として、その取り組みを支援し、重点プロジェクトに位置づけられている各事業の実施に携

わった。

改革改善

の考え方

①問題

点

新・連携組織への移行を見据え、三遠南信地域の新しい地域連携のあり方について、検討委員会を中心に議論を深める

必要がある。

②改革

提案

三遠南信地域連携ビジョン推進会議構成団体が、新・連携組織への機能移行の検討を進め、様々な分野の交流連携を

一層深め、三遠南信地域のポテンシャルを高める。

総事業費①+② 0 0 7,152

人件費計（千円）② 0 7,152

0

正規職員所要時間 2,000

臨時職員所要時間

一般財源

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 0 0 0 0

25年度予算額 特定財源内訳、補足事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　三遠南信地域連携ビジョン推進会議（SENA：セナ）事務局への職員駐

在

２　三遠南信地域連携ビジョンの重点プロジェクト（アクションプログラムを

含む）の推進、重点プロジェクトの評価と見直し（SENA委員会の開催）

３　新･連携組織の検討（新・連携組織検討委員会の設置）

４　三遠南信サミットの開催支援（サミット開催）

５　推進会議への参加（幹事会の開催）

１　駐在人数

２　会議回数

３　会議回数

４　開催回数

５　会議回数

１　　　　　１人

２　　　　　１回

３　　　　　３回

４　　　　　１回

５　　　　　５回

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

１　三遠南信地域の一体的な振興発展を目的に、平成19年度末に「三遠南信地域連携ビジョン」を策定。

２　平成20年度に三遠南信地域の地域住民、大学、経済界、行政の代表により組織する推進組織を立ち上げ、ビジョンの推進及び進行管

理にあたる。

＊本事業は、事業名「三遠南信及び中京圏との交流推進事業」に包含される位置付けとなるため、予算は見込まないものとする。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

三遠南信地域連携ビジョン推進会議（SENA）構成団体が、新・連携組織への移行を進め、新組織の中でそれぞれの役割を果たす

ことが求められる。三遠南信地域を中心にして、中京圏や全国の地域との交流を進めることが必要である。

5 5 5

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

推進された重点プロジェクトの数（施策の基本方針分野

の数）

5

28年度見込み

三遠南信地域構成市町村数

（東三河８＋遠州９＋南信州１６）

33

意図（どういう状態

にするか）

圏域が一体となった自立した地域となる

向上させたい上位施

策の成果指標

三遠南信・中京圏との都市間交流に参加している市民の

割合

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 三遠南信地域

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 82 三遠南信・中京圏の連携推進

基本計画上

の位置づけ

政策 8 山・里・街の魅力を高め、交流と連携によるグローバルなまちづくり

課等名 企画課 係等名 大学・三遠南信連携係

事業種別 政策 開始 20 終了 29

事務事業名

会計 一般会計

三遠南信地域連携ビジョン推進事業

82 事業№ 8 6平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 8 施策№


